
      

 

 

日時：平成２６年９月１８日（木） 

      午後 6 時～ 

場所：北地区文化センター 

1.出席者 

 下田会長・木下ＨＰ部会長（Ｄ）  荻窪副会長（Ａ） 竹本書記代理（Ｃ） 

 山頭（公民館）  植松・平井（東地区）  井谷・野口（北地区） 

 

 

2.議題 

１）今後の講座について～事前打ち合わせや講座の広報など 

○5・6・7 月（東地区）定員は達していたが、キャンセルがあり実際の講座では人数が 

満たないこともあった。 

 夜間の講座は参加しにくいのではないか。女性は土日の方が参加しやすいようだ。 

     ○ワード＝宛名印刷やワードアートをやった方が受講者にとってはやりがいがあるので 

はないか。（東地区） 

○ＺＰＳＣから広報原稿をみせて欲しいという要望あり⇒広報原稿は字数に制限があり、 

事前にみてもあまり意味がないのではないか。 

   ⇒募集は多数の場合、抽選。その場合、はじめての方を優先するという言葉を加える 

ことを徹底する。はじめてじゃない人ばかりの時は講師側にも工夫が必要ではない 

かの意見があり、サポートクラブ側としてもその様な受講者情報をできるだけほ 

い（ＺＰＳＣ） 

  ○１１月のエクセルは従来通り家計簿を例にして行う。 

 

 ２）２７年度の講座内容について 

  ○ テキストに添わざるを得ない。 

  ○ ＯＳのバージョンアップを考えている。来年度の予算を計上してみると東地区から報告。 

  8.1 になったとき、どう教えるか～テキストの選定を考えていく必要あり 

 ○はじめてのＰＣ＝メール、インターネットを減らして入力の練習を増やすのはどうか。 

 ○ＰＣの基礎講座をやめて、ワードの機能を全面に押し出してやっていく実用的な講座を実

施すればもっと応募があるのではないか。 

 ○まったくの初心者はいない。どの受講者もできる人と同じようにやりたいと思っている。

応募者がたくさんくることが良い講座のバロメーターだし講師としてもうれしい。家に帰っ

てテキストを見ながら家でやれるように、テキスト中心の講座が良い（ＺＰＳＣ）。 

 ○補足のクラスを設定し時代のニーズに合わせていくようでは⇔ＰＣ相談会がその役割を

担っている。市ではＩＴの普及を目指している。 

 今後＞○通常のＰＣ講座とは別に市と合同でデジカメ講座をやっていくのはどうか。 

    ○市側へのお願い： ZPSC の情報はひまわりメールを参考にしてほしい。講座の感想文の

寄稿は講座リーダーがやっている。 

    ○現在、アップデートを講座の都度やっているが大変である。相談会の時にやるというの
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もグループの事情により無理（Ａ班は人が少なく無理）。Ｃ班も活動できる人が減っている。   

この様な事情から現在、講座中に自動更新を試験的にやっているが講座中にＰＣを切る

ことができない等の難点もある（ZPSCで改善策の模索中）。  

   このまま活動できる人が減っていく状況が続けば、会員増加対策（「養成講座」継続等）

が必要になる。 

○エクセルは家計簿を簡略化したり見直したテキストで行っていく予定。 

    ★ＯＳ変更できた場合はテキスト選定も含めて、内容を再検討していくこととする。 

 

 

以上 


